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令和８年度の新入生
棚倉幼稚園 47人
社川幼稚園 10人
近津幼稚園 2人
棚倉小学校 50人
社川小学校 12人
近津小学校 14人
棚倉中学校 121人
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入園・入学 おめでとうございます
令
和
８
年
度

入
園
式
・
入
学
式

棚倉幼稚園

社川幼稚園

近津幼稚園
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棚倉小学校

社川小学校

近津小学校

棚倉中学校

広報広報
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令和８年度

行政区長さんを紹介します
（敬称略)

　令和８年度行政区長会議が開催され、53名の新区長さ
んに委嘱状が交付されました。地域と町をつなぐパイプ
役として、１年間よろしくお願いいたします。

行政区長連合会

会　長 高田　　昇（二区）

副会長

覚方　達次（逆川）

秋山　勝康（強梨）

戸部　良夫（寺山）

地区 行政区名 氏　名

棚

倉

一 区 井上　久夫
二 区 高田　　昇
三 区 佐川　弘治
四 区 半田　眞利
五 区 松本　裕之
六 区 萩原　　弘
七 区 鈴木　文夫
八 区 菊地　　勉
九 区 金澤　義一
十 区 中村　勝美 
十 一 区 鈴木　秀彦
十 二 区 菊池　幸男
十 三 区 吉田　　智
十 四 区 関根　克浩
十 五 区 山崎　英信 

社

川

上 台 山野　孝弘
板 橋 高 坂 　 誠
玉 野 松本　一伺

地区 行政区名 氏　名

近

津

山

岡

寺 山 戸部　良夫
双 ノ 平 下重　勇弥 
八槻第１ 遠藤　保男
八槻第２ 菊地　良一
八槻第３ 佐川　文雄
八槻第４ 髙野　富夫
八槻第５ 金澤　幸一
八槻第６ 金沢　高洋
下 山 本 乾　　幸一
中 山 本 和知　義文
北 山 本 陣野　佑樹
下 手 沢 緑川　喜秋
上 手 沢 髙橋　幸喜
祖 父 岡 沼田　利治
塚 原 高橋　正人
流 武地　　豊

山 田 髙宮　孝一
岡 田 金澤　信幸

地区 行政区名 氏　名

社

川

一 色 緑川　浩一 
福 井 石井　信次郎
堤  　小山田　道男

逆 川 覚方　達次
天 王 内 藤田　　稔
金 沢 内 鈴木　忠夫 
小 菅 生 須藤　　忠 

高

野

瀬 ケ 野  緑川　利男 
小 爪 上妻　勇吉
祝 部 内  近藤　一郎
富 岡 安久津　孝 
山 際 富岡　和美
福 岡 富岡　健次郎 
強 梨 秋山　勝康
大 梅 緑川　修一
漆 草 緑川　睦朗
戸 中 佐藤　健二

消防団本団役員 令和８年４月１日～令和10年３月31日

団　　長（新任）
沼田　賢次さん

中居野

副 団 長（再任）
緑川　勝人さん

漆　草

副 団 長（再任）
髙橋　三樹さん

西中居

副 団 長（新任）
草野　勇雄さん

堤

指導部長（再任）
菊池　忠佑さん

花　園

広報広報
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新採用職員を紹介します

須
す

藤
とう

奈
な つ こ

津子

町民の皆様に寄り
添える職員を目指
します。
（写真左端）

こども未来課
大
おお

平
ひら

雄
ゆう

介
すけ

日々成長できるよ
う、頑張ります。
（写真中央）

総 　 務 　 課
太
おお

田
た

勝
かつ

江
え

町の皆様の健康づ
くりに貢献してま
いります。
（写真右端）

健 康 福 祉 課

令
和
９
年
度
棚
倉
町
職
員
募
集
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歳 入
予算現額

歳 出
予算現額

収入済額 支出済額

地方交付税
22億6,779万3千円 民 生 費

高齢者、障がい者等の
福祉全般にかかる経費

19億2,086万8千円

22億6,779万3千円 18億8,779万6千円

町 税
20億6,005万7千円 総 務 費

町 の 総 括 的 な 事 務
に か か る 経 費

14億7,462万3千円

19億9,379万5千円 14億605万3千円

国庫支出金
12億4,806万4千円 教 育 費

教 育 施 設 の 事 務
事 業 に か か る 経 費

15億6,246万1千円

7億8,774万円 13億8,743万5千円

町 債
9億3,790万円 土 木 費

道路、河川、住宅管
理 等 に か か る 経 費

8億5,530万1千円

5,380万円 7億1,015万5千円

県 支 出 金
6億7,359万7千円 衛 生 費

健康で衛生的な生活
のためにかかる経費

6億7,141万8千円

5億4,771万2千円 6億4,967万円

寄 附 金
5億4,533万4千円 公 債 費

町 債 の 償 還 に
か か る 経 費

5億8,440万7千円

5億4,579万3千円 5億8,411万5千円

地 方 消 費
税 交 付 金

3億8,714万9千円 農林水産業費
農業、林業、畜産振
興 等 に か か る 経 費

5億3,745万7千円

3億8,714万9千円 5億2,076万円

そ の 他
8億2,580万6千円 そ の 他

消 防 費、 商 工 費、
議会費、災害復旧費等

13億3,916万5千円

7億9,541万7千円 9億6,389万6千円

歳 入 合 計
89億4,570万円

歳 出 合 計
89億4,570万円

73億7,919万9千円 81億988万円

令
和
７
年
度
下
半
期
（
10
月
〜
３
月
）

財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す

棚
倉
町
財
政
状
況
の
作
成
お
よ
び
公
表

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
度

下
半
期
に
お
け
る
歳
入
歳
出
予
算
の
現
況

と
執
行
状
況
、
特
別
会
計
、
町
有
財
産
等

の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一 般 会 計
──令和７年度の下半期における予算の状況───────
　上半期予算84億9,631万円に4億4,938万6千円の増額補正を行
い、予算総額は89億4,570万円となりました。

──下半期に補正を要した主な事業───────────
ふるさと納税推進事業費や自立支援給付障害福祉サービス等

事業費、物価高騰対応生活者支援対策事業に要する費用などの
増額をしました。（年度内に完了できなかった事業については、
令和８年度に繰り越して実施します。）

500 0 50100 100
(億円) (億円)

0 5 10 15
(億円)

20 25 0 5 10 15
(億円)

(3月31日現在)

20 25

予算現額
支出済額

予算現額
収入済額

広報広報
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財政公表（令和７年度予算下半期）

特
別
会
計

区　　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 12億7,848万5千円 11億7,349万6千円 91.79% 12億2,464万円 95.79%

後期高齢者医療 1億8,809万3千円 1億8,704万4千円 99.44% 1億8,151万7千円 96.50%

介 護 保 険 16億878万6千円 15億7,784万6千円 98.08% 14億6,614万5千円 91.13%

霊 園 整 備 事 業 128万8千円 128万7千円 99.92% 127万6千円 99.07%

財産および基金 公営企業会計（収益的・資本的合計）

区　分 土　地
（面積）

建　　　物
木　造
(延面積)

非木造
(延面積)

合　計
(延面積)

本　庁　舎 20,068 4,157 4,157
その他の行政機関
(警察・消防施設) 2,379 2,142 112 2,254

学 校 156,683 2,655 27,171 29,826
公 営 住 宅 13,885 1,371 9,365 10,736
公 園 62,756 504 34 538
その他の施設 451,206 7,276 28,624 35,900
山 林 309,401
宅 地 22,023 39 39

計 1,038,401 13,987 69,463 83,450

◎財産の状況 （単位：㎡、３月31日現在)

収入
予算現額 収入済額 収入率
4億7,647万円 4億7,692万7千円 100.1％

支出
予算現額 支出済額 執行率

6億1,141万7千円 5億9,678万7千円 97.6％

◎上水道事業会計

収入
予算現額 収入済額 収入率
7,876万3千円 7,798万4千円 99.0％

支出
予算現額 支出済額 執行率
8,686万円 8,299万6千円 95.5％

◎簡易水道事業会計

収入
予算現額 収入済額 収入率

5億7,703万8千円 5億7,912万2千円 100.3％

支出
予算現額 支出済額 執行率

5億8,628万7千円 5億7,387万3千円 97.8％

◎下水道事業会計

◎基金の状況 （単位：千円、３月31日現在)

区　　分 現　金 その他 計
財 政 調 整 基 金 1,429,418 1,429,418
減 債 基 金 295,531 295,531

土 地 開 発 基 金 115,569 100,816
（土地） 216,385

人 材 育 成 基 金 105,685 105,685
地 域 振 興 基 金 174,544 174,544
公共施設整備･補修基金 2,173,315 2,173,315
国民健康保険事業費支払準備基金 35,723 35,723
霊園管理運営基金 2,037 2,037
福 祉 基 金 68,646 68,646
介護給付費準備基金 156,748 156,748
スポーツ・レクリエーション基地整備建設基金 138,380 138,380
奥野自然活用基金 9,433 9,433
中山間ふるさと水と土保全基金 10,040 10,040

奨学資金貸付基金 24,278 4,339
（貸付金） 28,617

図 書 購 入 基 金 2 2
森 林 環 境 基 金 100,318 100,318

計 4,839,667 105,155 4,944,822

■お問い合わせ　総務課　財政係　☎33-2111

町　　　　　債
◎町債の状況 （単位：千円、３月31日現在)

会　計　名 令和６年度末
現 在 高

令和７年度
借入予定額

令和７年度
元金償還額

令和７年度末
現在高見込額

一　般　会　計 4,767,764 937,900 569,307 5,136,357
上水道事業会計 1,990,677 89,800 122,258 1,958,219
簡易水道事業会計 116,160 23,900 16,563 123,497
下水道事業会計 1,699,358 145,700 199,212 1,645,846

計 8,573,959 1,197,300 907,340 8,863,919

広報広報
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■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係）

胃がん検診（胃カメラ検査）の施設検診を実施します

 実 施 月　令和８年6月～令和９年３月
 対 象 者　町内に住所がある50歳以上（令和９年３月31日基準）で、令和７年度の町の胃カメラ検
 　　　　　査を受けていない方
 受診料金　2,500円
 　　　　　（令和７年度町県民税非課税世帯、70歳以上、生活保護世帯の方は無料）
 実施場所　塙厚生病院または深谷クリニック
予約方法　９ページ上段「予約方法」の①～③の方法でご予約ください。
受付期間　５月13日㈬から受付開始　　※定員になり次第締め切り
 　　　　　※日程や検査受付時間等は変更になる場合があります。

塙厚生病院 受診者数：１日１名　検査受付時間　平日：午前８時30分～　土曜日：午前９時45分～

深谷クリニック 受診者数：１日２名　検査受付時間　午前９時30分～

月 日 曜日 月 日 曜日 月 日 曜日

６
1 月

９
７ 月

12
7 月

15 月 不定期４名 21 月
不定期６名

10
5 月 不定期 4名

７
6 月 19 月

１
18 月

不定期４名 不定期４名 不定期４名

８
3 月

11
2 月

２
1 月

17 月 16 月 15 月
不定期４名 不定期６名 不定期４名

月 日 曜日

６
13

土

27

７
11
25

８
8
29

９
12
26

10
10
24
31

11
14
28

月 日 曜日

１

9 土
12 火
13 水
14 木
18 月
19 火
20 水
21 木
23 土
25 月
26 火
27 水
30 土

月 日 曜日

２

2 火
3 水
4 木
9 火
10 水
13 土
16 火
17 水
18 木
24 水
25 木
27 土

月 日 曜日

３

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

8 月

9 火

10 水

11 木

13 土

月 日 曜日

12

１ 火

２ 水

３ 木

７ 月

８ 火

９ 水

10 木

12 土

広報広報
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住 民 定 期 健 康 診 査 の お 知 ら せ

広報広報

保健福祉センターだより

８．５．１

棚倉町健幸アップウォーキング事業参加者を募集します。

　令和８年度住民定期健康診査を実施します。
　自分の健康状態を確認し、生活習慣病を予防するため、年に一度の健診を受けましょう。

〇ウォーキングや体組成を測定し、活動量計で健康を管理することでポイントが貯まり、ポ
イントに応じて表彰を行います。
〇図書館や保健福祉センターでデータを送信し、スマートフォンで確認できます。
〇スマートフォンから参加し、アプリを活用して健康管理・情報の取得ができます。
〇「５市町村対抗ウォーキング」に参加すると、特産品が抽選で当たります。
　（実施期間：６月12日㈮～７月31日㈮）

活動量計

申 込 期 限　５月21日㈭
初回説明会　６月４日㈭　午後１時30分～３時30分
対 　 　 象　18歳以上（高校生を除く）の町民の方
参　加　費　無料
募 集 人 員　新規参加者60名
申 込 方 法 保健福祉センターへ電話（33-7801）または下記の二次元コードからお申し込みください。
そ　の　他　・現在活動量計をお持ちで継続参加希望の方も再度申し込みが必要となります。
 　　　　　　（初回説明会への参加はなく、指定の期日までに体組成計等の測定をしていただきます。）
 　　　　　　・参加申し込みのあった方へプログラムの詳細についてご案内します。

実施場所　保健福祉センター
実施期間　６月29日㈪～７月15日㈬
　　　　　（日曜日を除く）
 受付時間　午前８時～11時【15分毎に受付】

※詳細は、棚倉町ホームページまたは、
　「令和８年度棚倉町住民健康診査のお知らせ」
　をご覧ください。

〇国民健康保険加入者・後期高齢医療制度加入者の方で、前年度に受診された方は、予約の必
要はありません。受診日を指定した受診カード等を送付します。
〇昨年度受診しなかった方は、以下の「予約方法」①～③の方法で予約をお願いします。
〇令和７年度住民税課税世帯は、有料となります。

☆予約受付期間
　５月18日㈪　午前8時30分
　　　　　　　　～６月19日㈮　午後５時

①Web予約（24時間受付）

②電話予約
　【電話番号】33-7801
　【予約受付時間】午前８時30分～午後５時
③保健福祉センター窓口予約
　【予約受付時間】午前８時30分～午後５時
※予約後にも日程変更はできます。

予　約　方　法

▲新規参加者用 ▲継続参加者用

▲けんしん予約サイト

▲町ホームページ

9

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り



ೲ
ظ
ݶ
͸
̒
݄
̍
೔
 
Ͱ
͢
Ố

〇
固
定
資
産
税
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
̍
ظ

〇
軽
自
動
車
税
Ớ
Ớ
ộ
ộ
ộ
ộ
શ
ظ

〇
上
下
水
道
料
金
ộ
ộ
̑
݄
ྫ
݄
෼

˞
อ
ݥ
ྉ
ỏ
ਫ
ಓ
ྉ
ۚ
の
ར
༻
͸
Ͱ

͖
·
ͤ
Μ
Ố

ͳ
͓
ỏ
ε
Ϛ
ϗ
ܾ
ࡁ
の
৔
߹
ỏ
ೲ

੫
ূ
໌
ॻ
͕
ൃ
ߦ
Ͱ
͖
Δ
Α
͏
ʹ
ͳ

Δ
·
Ͱ
̎
ि
ؒ
ఔ
౓
͔
͔
Γ
·
͢
の

Ͱ
ỏ
͢
͙
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ํ
͸
͝
஫
ҙ
͘

ͩ
͞
͍
Ố

■
お
問
い
合
わ
せ

੫
຿
課

課
੫
௃
ऩ
係

☎
33
│
２
１
１
̔

্
Լ
ਫ
ಓ
課

্
ਫ
ಓ
係

☎
33
│
２
１
１
̕

〇
自
動
車
税
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
શ
ظ

■
お
問
い
合
わ
せ

福
ౡ
ݝ
ݝ
ೆ
地
方
振
興
ہ

ݝ
੫
෦

課
੫
課

☎
０
２
４
│̔
23
│
１
̑
１
̕

ຽ
生
委
員

〇
開
催
೔

̑
݄
11
೔
 

〇
時

ؒ

午
前
̕
࣌
Ỗ
ਖ਼
午

〇
৔

ॴ
อ
݈
෱
ࢱ
η
ϯ
λ
ồ
૬
ஊ
ࣨ

ห
ޢ
࢜
（
ཁ
༧
໿
）

〇
開
催
೔

̑
݄
21
೔
 

〇
時

ؒ
午
前
10
࣌
30
෼
Ỗ
午
後
̏
࣌

〇
৔

ॴ
อ
݈
෱
ࢱ
η
ϯ
λ
ồ
૬
ஊ
ࣨ

˞
૬
ஊ
࣌
ؒ
͸
30
෼
ఔ
౓
Ͱ
͢
Ố

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

ମ
の
ෆ
ࣗ
༝
ͳ
ํ
ͳ
Ͳ
͕
ར
༻
͢

Δ
ܰ
ࣗ
ಈ
ं
Ͱ
Ұ
ఆ
の
ཁ
݅
ʹ
֘
౰

͢
Δ
৔
߹
ỏ
ਃ
੥
͢
Δ
͜
ͱ
Ͱ
ܰ
ࣗ

ಈ
ं
੫
͕
ݮ
໔
͞
Ε
·
͢
Ố

〇
申
੥
期
限

̒
݄
̍
೔
 

〇
ର
৅
ऀ

਎
ମ
ো
͕
͍
ɾ
ઓ
ই
ප
ɾ
ਫ਼
ਆ
ো

͕
͍
ɾ
஌
త
ো
͕
͍
の
ख
ா
Λ
͓

࣋
ͪ
の
ํ
ỏ
·
ͨ
͸
͜
の
ํ
ʑ
ͱ

ੜ
ܭ
Λ
ಉ
͡
͘
͢
Δ
ಉ
ډ
の
Ո

଒
Ͱ
ỏ
ো
͕
͍
͕
͋
Δ
ํ
の
௨
Ӄ
ỏ

௨
ֶ
ͳ
Ͳ
の
ͨ
Ί
ʹ
ӡ
స
͢
Δ
ํ

■
お
問
い
合
わ
せ

੫
຿
課

課
੫
௃
ऩ
係

☎
33
│
２
１
１
̔

お
知
ら
せ

τ
ー
Ϋ
の
೔

ࠓ
݄
の
τ
ồ
Ϋ
の
೔
͸
ỏ
̑
݄
19

೔
 
Ͱ
͢
Ố

ߦ
੓
۠
΍
ஂ
ମ
ɾ
ά
ϧ
ồ
ϓ
の
օ

͞
Μ
の
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ʹ
ର
͢
Δ
ࢥ
͍

Λ
ொ
௕
ͱ
ؾ
ܰ
ʹ
࿩
͠
ͯ
Έ
·
ͤ
Μ

͔
ʁग़

ு
τ
ー
Ϋ

ଟ
͘
の
ॅ
ຽ
の
օ
͞
Μ
の
͝
ҙ
ݟ

Λ
͓
ௌ
͖
͢
Δ
ͨ
Ί
ỏ
ߦ
੓
۠
ỏ
ࣗ

࣏
ձ
ỏ
ொ
಺
Ͱ
׆
ಈ
͢
Δ
ஂ
ମ
ɾ
ά

ϧ
ồ
ϓ
͕
ओ
࠵
͢
Δ
૯
ձ
΍
Π
ϕ
ϯ

τ
ʹ
ொ
௕
͕
࢕
͍
·
͢
Ố

˞
τ
ồ
Ϋ
の
೔
ɾ
ग़
ு
τ
ồ
Ϋ
͸
ỏ

ݐ
ઃ
త
ͳ
ҙ
ݟ
ަ
׵
Λ
ਤ
ỳ
ͯ
͍

͘
΋
の
Ͱ
͢
Ố

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

企
画
観
光
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

５
月
の
心
配
ご
と
相
談

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

˞
ҟ
ٞ
ਃ
ཱ
౳
͸
͋
Γ
·
ͤ
Μ
Ͱ
͠
ͨ
Ố

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
管
理
係

☎
33
│
２
１
１
１

①
公
文
書
の
開
示
の
請
求
お
よ
び

申
出
の
状
況
（
件
数
）

②
公
文
書
の
開
示
決
定
等
の
状
況
（
件
数
）

令
和
７
年
度
の

情
報
公
開
制
度
等
の
実
施
状
況
公
表

実
施
機
関
請
求

申
出

合
計

૯

຿

՝

̌

̍

̍

੫

຿

՝

̌

̍

̍

݈
߁
෱
ࢱ
՝

̌

̍

̍

੔

උ

՝

̍

̌

̍

ࢠ
Ͳ
΋
ڭ
ҭ
՝

̌

̍

̍

ੜ
֔
ֶ
श
՝

̌

̍

̍

決
定
状
況
請
求

申
出

合
計

ܾ
ఆớ
શ
部
։
ࣔ
Ờ

̍

̎

̏

ܾ
ఆớ
部
෼
։
ࣔ
Ờ

̌

̍

̍

ܾ
ఆ
ớ
ඇ
։
ࣔ
Ờ

̌

̎

̎

͸ͪ͜Β͔Βࡧݕ

町
内
企
業
限
定
求
人
情
報

ủ
お
࢓
ࣄ
ݕ
ࡧ
α
Π
τ
Ứ

広報広報

10８．５．１



棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

３月の棚倉町の
交通事故
発生状況

ൃ
ੜ
݅
਺

3
݅

ࢮ
ऀ
਺

0
ਓ

ই
ऀ
਺

3
ਓ

෺
݅
ࣄ
ނ

26
݅

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ܯ
࡯
ॺ

地
Ҭ
ަ
௨
課

☎
33M
０
１
１
０

৽
೥
౓
ʹ
ͳ
Γ
ỏ
׳
Ε
ͳ
͍
ಓ

Λ
૸
Δ
ػ
ձ
͕
૿
͑
Δ
͜
ͱ
͔
Β
ỏ

ަ
௨
ࣄ
ނ
の
૿
Ճ
͕
ݒ
೦
͞
Ε
·

͢
Ố
ं
Λ
ӡ
స
͞
Ε
Δ
ํ
͸
଎
౓

Λ
߇
͑
Ί
ʹ
ỏ
प
ғ
の
҆
શ
֬
ೝ

Λ
͠
ỳ
͔
Γ
ߦ
͍
҆
શ
ӡ
స
ʹ
౒

Ί
·
͠
Ỷ
͏
Ố

า
ߦ
ऀ
΋
ख
Λ
ڍ
͛
Δ
ͳ
Ͳ
ӡ

స
ऀ
ʹ
ର
͠
ԣ
அ
͢
Δ
ҙ
ࢥ
Λ
໌

֬
ʹ
఻
͑
ỏ
҆
શ
֬
ೝ
Λ
͠
ͯ
͔

Β
ԣ
அ
Λ
࢝
Ί
·
͠
Ỷ
͏
Ố

広報広報

インフォメーション

８．５．１

ߦ
੓
૬
ஊ
͸
ỏ
໾
ॴ
ͳ
Ͳ
の
࢓
ࣄ
ʹ

ͭ
͍
ͯ
ࠔ
ỳ
ͯ
͍
Δ
͜
ͱ
෼
͔
Β
ͳ
͍

͜
ͱ
ͳ
Ͳ
の
૬
ஊ
ʹ
Ԡ
͡
ỏ
ղ
ܾ
の
͓

ख
఻
͍
Λ
͢
Δ
΋
の
Ͱ
͢
Ố
૬
ஊ
͸
ແ

ྉ
Ͱ
ỏ
ൿ
ີ
͸
ݫ
क
͠
·
͢
の
Ͱ
ỏ
͓

ؾ
ܰ
ʹ
͝
૬
ஊ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

〇
೔

時

̑
݄
18
೔
 

　
　
　
　
　
午
前
10
࣌
Ỗ
午
後
̏
࣌

〇
৔

ॴ

ࢠ
Ͳ
΋
η
ϯ
λ
ồ

ձ
ٞ
ࣨ

ͳ
͓
ỏ
૬
ஊ
ҕ
һ
͸
͍
ͭ
Ͱ
΋
ࣗ
୐

Ͱ
૬
ஊ
ʹ
Ԡ
͡
·
͢
Ố

■
お
問
い
合
わ
せ

૯
຿
課

ߦ
੓
؅
ཧ
係

☎
33
│
２
１
１
１

藤田　喜作さん
（強梨字岡ノ内78）
☎35-2026

藤田　和彦さん
（中山本字高瀬101）
☎33-4326

特
設
行
政
相
談
を
行
い
ま
す

〔 行 政 相 談 委 員 紹 介 〕

ਓ
ݖ
ࢥ
૝
の
ී
ٴ
ߴ
༲
Λ
ਤ
Δ
ͨ
Ί
ỏ

ủ
ਓ
ݖ
༴
ޢ
ҕ
һ
の
೔
Ứ
Ͱ
͋
Δ
̒
݄

̍
೔
ʹ
߹
Θ
ͤ
ͯ
ỏ
ਓ
ݖ
༴
ޢ
ҕ
һ
ʹ

Α
Δ
ಛ
ઃ
ਓ
ݖ
૬
ஊ
ॴ
Λ
։
ઃ
͠
·
͢
Ố

૬
ஊ
͸
ແ
ྉ
Ͱ
ỏ
ൿ
ີ
͸
ݻ
͘
क
Β
Ε

·
͢
Ố
ࠔ
Γ
͝
ͱ
΍
೰
Έ
ࣄ
ͳ
Ͳ
ỏ
͓

ؾ
ܰ
ʹ
͝
૬
ஊ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

○
೔

時

̒
݄
̏
೔
 

　
　
　
　
　
午
前
̕
࣌
Ỗ
午
前
12
࣌

○
৔

ॴ

ொ
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ

ձ
ٞ
ࣨ

○
そ
の
他

༧
໿
͸
ෆ
ཁ
Ͱ
͢
Ố
૬
ஊ

　
　
　
　
　
Λ
ر
๬
͞
Ε
Δ
ํ
͸
௚
઀

　
　
　
　
　
ձ
৔
΁
͓
ӽ
͠
͘
ͩ
͞
͍
Ố

■
お
問
い
合
わ
せ

݈
߁
福
祉
課

福
祉
係

☎
33
│
２
１
１
̓

஍
਒
ỏ
ཽ
ר
ỏ
෢
ྗ
߈
ܸ
ͳ
Ͳ
の
ඇ

ৗ
ࣄ
ଶ
ʹ
උ
͑
ỏ
શ
ࠃ
ॠ
࣌
ܯ
ใ
γ
ε

ς
Ϝ
ớ
̟
Ξ
ϥ
ồ
τ
Ờ
Λ
༻
͍
ͨ
શ
ࠃ

Ұ
੪
৘
ใ
఻
ୡ
܇
࿅
Λ
ߦ
͍
·
͢
Ố

〇
೔

時

̒
݄
̏
೔
 

午
前
11
࣌

〇
܇
࿅
内
༰

๷
ࡂ
ߦ
੓
ແ
ઢ
Ͱ
の
์
ૹ

■
お
問
い
合
わ
せ

住
ຽ
課

๷
ࡂ
҆
શ
係

☎
33
│
２
１
１
６

○
࣮
ࢪ
೔

６
月
７
日
㈰【
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
】

○
࣮
ࢪ
方
法

ɾ
ߦ
੓
۠
͝
ͱ
ʹ
ಓ
࿏
ỏ
Տ
઒
ỏ
ެ
Ԃ

౳
ʹ
౤
غ
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
ΰ
ϛ
ớ
ۭ
͖

؈
ỏ
ۭ
͖
ළ
౳
Ờ
の
ճ
ऩ
Λ
ߦ
͍
·

͢
Ố

ɾ
̍
ੈ
ଳ
͋
ͨ
Γ
̍
໊
Ҏ
্
の
ࢀ
Ճ
Λ

͓
ئ
͍
͠
·
͢
Ố
ớ
਎
ମ
の
ෆ
ࣗ
༝

ͳ
ํ
౳
ỏ
ڠ
ྗ
͕
ࠔ
೉
ͳ
ੈ
ଳ
ʹ
ͭ

͍
ͯ
͸
͝
഑
ྀ
Λ
͓
ئ
͍
͠
·
͢
Ờ

○
ΰ
ϛ
の
ॲ
ཧ
方
法

ɾ
Ϋ
Ϧ
ồ
ϯ
Ξ
ỽ
ϓ
࡞
ઓ
༻
ʹ
഑
෍
͢

Δ
ઐ
༻
ା
Λ
࢖
༻
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

ɾ
ճ
ऩ
͠
ͨ
ΰ
ϛ
͸
෼
ผ
Λ
ߦ
͍
ỏ
֤

ߦ
੓
۠
Ͱ
ࢦ
ఆ
͠
ͨ
ճ
ऩ
৔
ॴ
΁
午

前
̔
࣌
30
෼
·
Ͱ
ʹ
ஔ
͍
ͯ
͘
ͩ
͞

͍
Ố

ɾ
ΰ
ϛ
͸
౰
೔
ʹ
ճ
ऩ
ӡ
ൖ
͠
·
͢
Ố

○
࡞
ۀ
্
の
஫
ҙ

ɾ
҆
શ
ୈ
Ұ
Ͱ
࡞
ۀ
ʹ
͋
ͨ
ỳ
ͯ
͘
ͩ

͞
͍
Ố

ɾ
͜
の
࡞
ۀ
͸
ỏ
؀
ڥ
の
ඒ
Խ
׆
ಈ
Ͱ

͢
の
Ͱ
ỏ
Ո
ఉ
ΰ
ϛ
ɾ
ૈ
େ
ΰ
ϛ
ɾ

౔
࠭
͸
ճ
ऩ
͠
·
ͤ
Μ
Ố

■
お
問
い
合
わ
せ

住
ຽ
課

生
׆
؀
ڥ
係

☎
33
│
２
１
１
６

環
境
美
化
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

11

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り



狂犬病予防定期集合注射のお知らせ

令和８年度狂犬病予防定期集合注射日程表

　狂犬病予防法により、生後３カ月（91日）
以上の犬は、生涯１度の登録と年１回（原則４
～６月）の狂犬病予防注射が義務付けられてい
ます。室内犬・室外犬を問わず、全ての犬が対
象です。
　今年度の狂犬病予防定期集合注射は、下記の
日程で実施します。当日は犬の健康管理のため
獣医師による問診が行われますので、町から郵
送された問診票を必ず記入して持参してくださ
い。新規登録の場合は会場に申請書を準備して
あります。
　なお、動物病院等で予防注射をした場合は、
最寄りの会場または住民課生活環境係の窓口に
「狂犬病予防注射証明書」を持参し、注射済票
の交付を受けてください。

月日 時　　　間 場　　　所

５
月
23
日
㈯

午

前

の

部

8：40～ 8：45 旧棚倉ステークス入口
8：50～ 8：55 瀬ヶ野屯所前
9：05～ 9：10 小菅生 須藤鐵男氏宅前
9：15～ 9：20 金沢内集会所
9：25～ 9：30 天王内集会所
9：40～ 9：55 堤集会所
10：10～10：20 一色集会所
10：25～10：35 玉野屯所裏
10：40～10：45 福井集会所前
10：55～11：05 社川コミュニティセンター
11：15～11：20 上台集会所向
11：25～11：55 役場北側駐車場

午

後

の

部

13：10～13：15 山際集会所
13：25～13：30 漆草消防屯所入口前
13：35～13：40 大梅多目的集会施設
13：45～13：50 曲屋 近藤欣也氏宅前
13：55～14：00 福岡集会所
14：05～14：10 下手沢多目的集会所
14：15～14：20 中山本（下）集会所
14：25～14：30 平塩 伊下高士氏宅前
14：45～14：50 下山本多目的集会施設
14：55～15：00 高渡ゴミ収集所前（藤田砿業 側）
15：05～15：10 双ノ平集会所前
15：20～15：30 岡田生活改善センター

月日 時　　　間 場　　　所

５
月
24
日
㈰

午

前

の

部

8：40～ 8：50 馬場集会所前
8：55～ 9：00 日向前ニュータウン公園前
9：05～ 9：15 富岡多目的集会施設
9：20～ 9：30 14区コミュニティセンター
9：35～ 9：45 図書館駐車場
9：55～10：10 社川コミュニティセンター【再】
10：30～10：35 花園集会所
10：40～11：00 総合体育館南側
11：05～11：15 関口 石安米肥倉庫前
11：20～11：35 城跡南側駐車場
11：40～11：45 祖父岡集会所前

午

後

の

部

13：00～13：05 上流集会所
13：10～13：15 下流集会所
13：20～13：30 寺山集会所前（旧公民館近津分館）
13：35～13：45 八槻2、3区多目的集会施設
14：10～14：20 山田多目的集会施設
14：30～14：35 仁公儀 旧田中ファーム前
14：45～15：15 役場北側駐車場【再】

インフォメーション

料　　金
●今回登録する場合
　１頭につき　　　　　　　　　6,250円
　（内訳）登録料　　　　　　　3,000円
　　　　　予防注射料　　　　　2,700円
　　　　　注射済票交付手数料  　550円

●すでに登録している場合
　１頭につき　　　　　　　　　3,250円
　（内訳）予防注射料　　　　　2,700円
　　　　　注射済票交付手数料  　550円
※つり銭のないように準備してください。

■お問い合わせ
　住民課　生活環境係　☎33-2116

広報広報
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気象庁の発表する情報が新しくなります！
　令和８年５月29日㈮から、防災気象情報が新しくなります。
　特別警報や警報、注意報は、下の表のとおり災害に直結する名称に変わります。「警戒レベ
ル」と「災害名」を用いることで、どんな災害がどれだけ迫っているか直感的にわかります。
　災害から身を守るため、新しい情報をもとに、適切な行動をとるよう心がけてください。

　また、警報を補足する情報は、緊急性の高い内容と今後の見通しを伝える内容に分けて、わか
りやすくお伝えします。
　詳しくは、「新たな防災気象情報」の特設ページをご覧ください。

■お問い合わせ　福島地方気象台　☎024-534-6724

河川氾濫 大　雨 土砂災害 高　潮

警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル
２相当

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル
１相当 早期注意情報

▲新たな防災気象情報

広報広報
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「棚倉町手話言語及び障がい者コミュニケーション条例」を制定

インフォメーション

　町では、手話が言語であることの理解の促進及び、障がいの特性に応じた多様なコミュニケー
ション手段の普及に関しての基本理念を定めることで、誰もが人格と個性を尊重し、地域の中で
支え合いながら、安心して暮らすことのできる共生社会を実現することを目的に、棚倉町手話言
語及び障がい者コミュニケーション条例を制定しました。

基本理念
　手話が言語であることの理解の促進及び障がいの特性に応じた多様なコミュニケーショ
ン手段の普及は、全ての町民が相互の理解及び人格と個性を尊重することを基本として行
わなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎33-2117

■町の役割
　手話が言語であることの理解の促進及び障がいのある人のコミュニケーション手段の普及に
関する施策の推進。
■町民等に求めること
　　基本理念に対する理解を深め、町が推進する施策への協力。
■事業者に求めること
　基本理念に対する理解を深め、町の施策への協力及び、障がいのある人がコミュニケーショ
ン手段を利用するための合理的な配慮。
■町の施策の内容
　・手話が言語であることの理解の促進。
　・多様なコミュニケーション手段の普及。
　・多様なコミュニケーション手段の選択の機会確保。
　・情報通信技術を活用したコミュニケーション手段の利用支援。

こんにちは ありがとう

①人差し指と中指
を額にあてる。

①左手の甲を上に
し、右手を垂直
にする。

②両手の人さし指
を立てて、向か
い合わせ折り曲
げる。

②右手を顔の前に
上げる。

簡 手 紹単 話 介な を しご ま す

広報広報
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６
月

奨 学 金 返 還 支 援 事 業 補 助 金
　町の未来を担う若者の定住促進及び地元就業を促進するため、町内に定住し、奨学金を返還し
ている方を対象として、奨学金返還のための補助金を交付します。
〇対象となる奨学金
　・独立行政法人日本学生支援機構第一種または第二種奨学金
　・福島県奨学資金貸与条例に規定する奨学資金
　・棚倉町奨学資金
〇主な交付要件
　・大学等に進学し、在学している期間に奨学金の貸与を受けた方
　・大学等を卒業し、認定申請する初年度の末日に30歳未満の方
　・正規雇用にて就業し、継続して勤務している方（自ら事業を営む方）
　・町内に住所を有し継続して５年以上居住する意思があり、地元就業している方
　・他制度による補助金等を受けていない方
〇交付対象期間および補助金額
　最初に補助金の交付を受けた年度から起算して５年間（公務員にあっては３年間）、年度内
に返還した奨学金の返還額（年間上限18万円）を補助します。※年度ごとに申請が必要です。
〇申請の手続き
　交付を受ける前に、補助金交付の対象者として認定を受ける必要があります。
　・令和８年度交付対象者認定申請受付期間
　６月１日㈪～11月２日㈪　※申請書類、添付書類等はお問い合わせください。

■お問い合わせ　産業振興課　商工係　☎33-2113
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▲町ホームページ

広報広報

15 ８．５．１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り



インフォメーション
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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丹精込めて仕立てた盆栽を展示します。お気軽にお越しください。

 期　日　６月５日㈮～７日㈰
 時　間　午前９時～午後５時　※７日㈰は午後３時まで
 場　所　町立図書館（多目的ホール）
 主　催　棚倉町盆栽愛好会
 共　催　棚倉町文化団体連絡協議会

■お問い合わせ・お申し込み
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）
　☎33－0111　FAX33－9611

春のさつき等盆栽展

掲載した写真は差し上げます。
身近な情報がありましたら企画観光課までお知らせください！

企画観光課　企画調整係　☎33-2112Photos

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～

▲井坂　紘翔さん（奥側）
　高坂　大和さん（手前側） ▲菊池　奏花さん

〇文部科学大臣杯　第17回全日本少年春季軟式野球大会　ＥＮＥＯＳトーナメント
　　井

い
坂
さか
紘
ひろ
翔
と
さん（石川義塾中学校２年）、高

たかさか
坂 大

やま
和
と
さん（同校２年）

〇第71回全国私立高等学校女子ソフトボール選抜大会
　第44回全国高等学校女子ソフトボール選抜大会
　　菊

きく
池
ち
奏
そ な
花さん（帝京安積高等学校２年） ※学年は出場時のもの

各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。
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マーク

Salt or Sugar?
塩か砂糖か？

Hello Tanagura Town! I hope you’re all enjoying 
Golden Week and the warmer weather. I wanted 
to share a funny story from a few years ago.

One day when I was teaching at Tanagura 
JHS, I decided to make myself a drink. It was 
winter and very cold, so I thought a nice hot 
chocolate would be perfect. I added what I 
thought was a teaspoon of sugar and sat down 
at my desk, excited to enjoy it. Then I took a 
big sip… and immediately regretted it. It tasted 
awful. The “sugar” was actually salt. I couldn’t 
read the kanji on the bag! Later, I told the other 
teachers and we all had a good laugh about it. 
Moments like this happen when you’re learning 
a foreign language. You won’t get everything 
right 100% of the time, and that’s okay. When 
I make mistakes like that, I just try to laugh 
about them and keep going. It helps me stay 
motivated to keep trying. 

Have you ever had an embarrassing or funny 
moment involving a foreign language?

こんにちは、棚倉町の皆さん。ゴールデンウィークや暖
かくなってきた季節を楽しんでいますか？今回は、数年
前のちょっと面白い出来事を紹介したいと思います。

棚倉中学校で授業をしていたある日、自分で飲み物を
作ることにしました。冬でとても寒かったので、温か
いホットチョコレートがぴったりだと思ったのです。
砂糖を小さじ1杯入れたつもりで、楽しみにしながら
席に座りました。そして一口飲んだ瞬間…すぐに後悔
しました。とてもまずかったのです。実はその「砂
糖」が塩でした。袋に書かれていた漢字が読めなかっ
たのです。その後、他の先生たちにこの話をすると、
みんなで大笑いしました。このような出来事は、外国
語を学んでいるとよく起こります。いつも100％正
しくできるわけではありませんが、それでいいのです。
私はこのような失敗をしたときは、笑い飛ばして前に
進むようにしています。そうすることで、挑戦し続け
るモチベーションを保つことができます。

皆さんも、外国語にまつわる恥ずかしい体験や面白い
出来事はありますか？

まちの話題

　昭和15年３月28日に発生した棚倉大火に合わ
せ、「火伏せの神」を祀る秋葉神社において、無
火災祈願が行われました。
　当日は、神事が行われた後、宮川町長と原消防
団長（当時）の手で無火災祈願のだるまに目が
入れられました。参加した町関係者や消防団員は、
今年の無火災を祈願し、予防消防の強化を誓いま
した。

町にさらなる賑わいを 無火災を祈願

　町の観光地や歴史資源のPR、町内への周遊性
向上を目的に、磐城棚倉駅および棚倉城跡茶室
に観光案内所を開設しました。

〇開設期間
・磐城棚倉駅　４月４日㈯から６月30日㈫まで
・棚倉城跡茶室　４月４日㈯から６月30日㈫まで
　　　　　　　　10月１日㈭から11月29日㈰まで

3
28 日

月4
4 日

月
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令和８年３月定例会議会だより

令和８年定例会３月会議

2026.5.1

No.194

議会だより

定例会３月会議審議結果……………20
予算特別委員会………………………21
町政を問う一般質問…………………22
令和７年議会開催状況………………25
町民からの声…………………………26

定
例
会
３
月
会
議
は
、
３
月
５

日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
の
会

議
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
当
初
予
算
や
令
和

７
年
度
予
算
の
補
正
、
条
例
の
制

定
や
改
正
、
追
加
議
案
の
人
事
案

件
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
登

壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

  

総
務
常
任
委
員
会
（
委
員
９
人
）

　
　
議
案
第
９
号
・
14
号
を
審
査

　
　
全
委
員
賛
成
に
よ
り
可
決

  

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
（
委
員
７
人
）

　
　
議
案
第
12
号
・
13
号
を
審
査

　
　
全
委
員
賛
成
に
よ
り
可
決

  

建
設
経
済
常
任
委
員
会
（
委
員
７
人
）

　
　
議
案
第
10
号
・
11
号
を
審
査

　
　
全
委
員
賛
成
に
よ
り
可
決

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
審
査
報
告

令和８年度一般会計予算の採決

厚生文教常任委員会による審査

広報広報
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令和８年定例会３月会議で審議された議案
区分 番号 件　　　　　　　　　名 議決結果

議案

１号 令和７年度棚倉町一般会計補正予算（第９号） 全会一致で可決

２号 令和７年度棚倉町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 全会一致で可決

３号 令和７年度棚倉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全会一致で可決

４号 令和７年度棚倉町介護保険特別会計補正予算（第３号） 全会一致で可決

５号 令和７年度棚倉町霊園整備事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決

６号 令和７年度棚倉町上水道事業会計補正予算（第４号） 全会一致で可決

７号 令和７年度棚倉町簡易水道事業会計補正予算（第４号） 全会一致で可決

８号 令和７年度棚倉町下水道事業会計補正予算（第３号） 全会一致で可決

９号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

10号 棚倉町リゾートスポーツプラザ「ルネサンス棚倉」条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

11号 棚倉町道路占用料等条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

12号 棚倉町手話言語及び障がい者コミュニケーション条例 全会一致で可決

13号 棚倉町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 全会一致で可決

14号 瀬ケ野辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 全会一致で可決

15号 令和８年度棚倉町一般会計予算 賛成多数で可決

16号 令和８年度棚倉町国民健康保険特別会計予算 賛成多数で可決

17号 令和８年度棚倉町後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数で可決

18号 令和８年度棚倉町介護保険特別会計予算 全会一致で可決

19号 令和８年度棚倉町霊園整備事業特別会計予算 全会一致で可決

20号 令和８年度棚倉町上水道事業会計予算 全会一致で可決

21号 令和８年度棚倉町簡易水道事業会計予算 全会一致で可決

22号 令和８年度棚倉町下水道事業会計予算 全会一致で可決

報告

１号 令和７年度棚倉町一般会計補正予算（第８号）の専決処分について 報 告 の み

２号 街なみ環境整備事業　磐城棚倉近津線歩道整備工事請負変更契約締結の専決処分に
ついて 報 告 の み

３号 棚倉町文化センターホール舞台機構改修工事請負変更契約締結の専決処分について 報 告 の み

４号 棚倉町文化センターホール舞台照明改修工事請負変更契約締結の専決処分について 報 告 の み

同意 １号 棚倉町副町長の選任について 全会一致で同意

諮問 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 全会一致で同意

発議 １号 棚倉町議会改革調査特別委員会設置に関する決議 全会一致で可決



討 論 の 末 に 可 決
　令和８年度棚倉町一般会計予算の原案をめぐって討論が行われ、採決の結果、
賛成多数で可決しました。

反対　４人
賛成　８人

予
算
特
別
委
員
会

令
和
８
年
度
各
会
計
当
初
予

算
を
審
議
す
る
た
め
、
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
８
議
案
を
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
、
最
終
日
の
本

会
議
お
い
て
、
審
査
結
果
を
委

員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

予算特別委員会の様子

町
長
就
任
早
々
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
改
革
、
立

て
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
は
期
待
し
て
い
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
費
の
予
算
額
が
物
価
高
対
応
の
た

め
、
前
年
度
比
約
２
千
５
百
万
円
増
の
１
億
２
千
18
万

円
が
計
上
さ
れ
、
前
年
か
ら
地
域
未
来
交
付
金
事
業
で

取
り
組
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
費
４

千
５
百
83
万
６
千
円
が
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
経
営
改
善

の
た
め
で
あ
る
な
ら
ば
、
予
算
の
増
額
に
は
疑
問
を
残

す
。
物
価
高
対
応
の
必
要
経
費
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉

が
自
助
努
力
に
よ
り
対
応
す
べ
き
で
な
な
い
か
。

ま
た
、
75
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
敬
老
祝
金
の
廃
止

は
、
第
７
次
振
興
計
画
に
掲
げ
る
高
齢
者
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
逆
行
す
る
施
策
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
重
点
事
業
を
執
行
す
る
こ
と
は

大
事
で
あ
る
が
、
他
の
施
策
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
よ

く
な
い
。
こ
の
言
葉
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
ル
ネ
サ
ン

ス
棚
倉
の
予
算
と
敬
老
事
業
の
見
直
し
を
求
め
、
反
対

討
論
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
給
食
費
無
償
化
は
幼
稚
園
と
小
学

校
の
み
で
あ
り
、
他
市
町
村
は
国
の
制
度
に
合
わ
せ
て

中
学
校
ま
で
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
園
の
保
育
料
無
償
化
も
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
物
価
高
、
実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
、
そ
し
て
少
子

化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
抜
本
的
改
革
が
必
要
で
あ

り
、
町
の
経
済
力
強
化
、
人
口
増
を
見
据
え
た
施
策
が

不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
反
対
討
論
と
す
る
。

令
和
８
年
度
は
第
３
期
復
興
・
創
生
期
間
の
初
年
度

と
な
り
、
復
興
や
急
激
に
進
む
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

物
価
高
騰
等
に
よ
る
経
費
の
増
加
な
ど
、
多
額
の
財
政

需
要
が
生
じ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
８
年
度
棚
倉
町
一
般
会
計
予

算
案
に
お
い
て
は
、
歳
入
で
は
、
国
・
県
補
助
金
や
町

債
を
有
効
に
活
用
し
積
極
的
な
財
源
確
保
に
努
め
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
で
は
、
棚
倉
駅
の
複
合
施
設
整
備
、
統
合
学
校

準
備
事
業
、
人
口
流
出
抑
制
事
業
な
ど
、
各
分
野
の
施

策
に
必
要
な
予
算
を
、
経
費
の
節
減
と
有
利
な
財
源
の

活
用
を
図
り
な
が
ら
確
保
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
課
題
に
対
応
す

る
事
業
を
優
先
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
内
容

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
予
算
案
を
適
切
な
も
の
と
考

え
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

令
和
８
年
度
棚
倉
町
一
般
会
計
予
算
案
は
、
歳
入
歳

出
と
も
に
73
億
５
千
３
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比
７

億
１
千
５
百
万
円
の
減
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
教
育
、
福
祉
等
へ
の
取
り
組
み
は

十
分
に
評
価
で
き
る
。

反
対

反
対

須
藤

俊
一
議
員

松
本

ト
ク
子
議
員

賛
成

藤
田

智
之
議
員
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◆一般質問とは、議員が町の行政全般について町民の身近な課
題や町政発展に係る質問をすることです。

◆１人の制限時間は60分、一問一答方式で行われます。

◆議会だよりに掲載している一般質問の内容は、質問者自ら要
約し掲載しています。

◆一般質問の詳しい様子は、ホームページの議会録画配信をご
覧ください。
　下記の二次元コードからも視聴いただけます。

定例会３月会議では６人の議員が登壇し質問を行いました

町政を問う 般 問一 質

▲議会録画配信

来年度整備される北町東裏通線

　
　
　
国
の
制
度
で
は
小
学
校
の
み
の
無

償
化
だ
が
対
応
は
。
ま
た
基
準
額
１
人

５
，
２
０
０
円
で
十
分
か
。

　
　
　
　
　
令
和
８
年
度
よ
り
幼
稚
園
及

び
小
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化
。
物
価
高

騰
と
質
の
維
持
の
た
め
25
％
の
値
上
げ
を

予
定
し
、
１
人
約
６
，
６
０
０
円
と
な
る
。

幼
稚
園
は
国
の
支
援
が
見
込
め
な
い
が
、

町
が
独
自
に
無
償
化
を
実
施
。
中
学
校
は

国
の
方
針
が
未
定
の
た
め
、
町
独
自
で
の

無
償
化
の
予
定
は
な
い
。
中
学
校
を
含
め

無
償
化
す
る
と
約
４
，
６
０
０
万
円
の
負

担
と
な
る
。

問　
　
北
町
東
裏
通
線
の
整
備
は
。

　
　
　
　
令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度
で
工

事
を
予
定
。

問　
　
道
路
整
備
事
業
化
評
価
基
準
の
策

定
や
公
開
、
道
路
維
持
管
理
の
見
え
る
化

へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長

問問

町
長　
　
道
路
整
備
の
事
業
化
評
価
基
準

の
策
定
や
見
え
る
化
は
未
実
施
だ
が
、
今

後
国
や
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。
道
路
維
持
管
理
の
見
え

る
化
に
つ
い
て
も
、
県
の
方
針
を
踏
ま
え
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問　
　
原
材
料
支
給
制
度
の
施
工
が
行
え

な
い
地
区
へ
の
対
応
は
。

町
長　
　
原
材
料
支
給
制
度
で
施
工
が
難

し
い
地
区
に
は
、
個
別
に
相
談
対
応
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
　
ご
み
行
政
の
今
後
は

町
長

町
長

町
長

藤田　智之

町
道
北
町
東
裏
通
線
の
整

備
は

来
年
度
工
事
予
定

問

問

答
給
食
費
無
償
化
の
取
り
組
み
は

幼
稚
園
及
び
小
学
校
を
無
償
化

問答

問

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

問

一般質問 一般質問



一般質問 一般質問

23
広報広報

８．５．１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り

中
長
期
的
な
財
政
計
画
は

３
年
間
の
実
施
計
画
で
提
示

問答

旧
白
棚
線
の
取
得
・
整
備
の
考
え
は

土
地
を
取
得
し
整
備
す
る
考
え
は
な
い

問答

　
　
　
振
興
計
画
の
よ
う
な
中
長
期
的
財

政
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
町
振
興
計
画
実
施
計
画
に
お
い

て
、
期
間
を
３
年
間
と
し
た
財
政
計
画
を

毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
て
策
定
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
改
定
に
お
け
る
、

財
政
面
か
ら
の
支
援
計
画
は
。

　
　
　
　
地
方
公
営
企
業
法
上
、
上
下
水

道
事
業
は
独
立
採
算
制
が
原
則
で
あ
る
が
、

事
業
収
入
を
充
て
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

経
費
な
ど
は
、
一
般
会
計
が
負
担
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
費
負
担
区
分
の

ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
一
般

会
計
か
ら
の
予
算
措
置
を
行
い
、
上
下
水

道
事
業
へ
の
財
政
支
援
を
適
切
か
つ
計
画

的
に
進
め
て
い
く
。

　
　
　
要
望
活
動
の
内
容
は
。

　
　
　
　
無
償
譲
渡
を
要
望
し
、
こ
れ
ま

で
の
地
元
か
ら
の
協
力
の
経
過
な
ど
を
踏

ま
え
、
検
討
す
る
と
回
答
を
も
ら
っ
た
。

　
　
　
旧
白
棚
線
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　

旧
白
棚
線
を
活
用
し
て
の
イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
が
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
団
体
も
あ
る
た
め
、
観
光
誘
客
や
町
の

活
性
化
に
繋
が
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
関
東
や
民
間
団
体
が
行
う
場
合
の
支

援
に
対
し
て
、
今
後
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

　
　
　
照
明
・
防
球
ネ
ッ
ト
改
修
の
経
過

は
。

　
　
　
　
　
今
後
改
修
を
実
施
し
て
い
く

た
め
の
有
利
な
財
源
の
情
報
収
集
に
努
め

な
が
ら
、
実
施
計
画
へ
の
計
上
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
救
護
棟
・
一
時
避
難
所
等
の
整
備

の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
現
時
点
で
整
備
す
る
予
定
は

な
い
が
、
隣
接
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の

コ
テ
ー
ジ
な
ど
、
既
存
施
設
を
必
要
に
応

じ
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
と

の
連
携
は
。

　
　
　
　
　
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
活
用
と
Ｐ
Ｒ

に
繋
が
る
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
関
係
団
体
等
に
積
極
的
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

問問

問

問

問問問

棚
倉
高
校
跡
地
に
関
す
る

要
望
活
動
は

今
年
１
月
７
日
に
実
施
し
た

問答

ホ
ッ
ケ
ー
場
芝
張
り
替
え

の
計
画
は

整
備
の
必
要
性
を
調
査
・

研
究

問答

沼野　将美

大竹　盛栄

町
長

町
長

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

　
　
町
道
の
整
備
計
画
は

３市町長による県への合同要望活動

旧白棚線の様子

教
育
長

教
育
長

教
育
長

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

問



広報広報

24８．５．１

一般質問 一般質問

上
下
水
道
事
業
経
営
の
安
定
化
は

問
有
収
率
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む

答
　
　
　
有
収
率
向
上
に
向
け
た
具
体
的
施

策
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　
　
上
水
道
は
、
漏
水
調
査
業
務
を

委
託
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は
最
新
技

術
で
あ
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
調
査
を
導
入

し
、
速
や
か
な
修
繕
工
事
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
渇
水
時
の
上
水
道
安
定
供
給
に
対

す
る
リ
ス
ク
は
。

　
　
　
　
本
町
の
上
水
道
は
、
今
年
の
よ

う
な
少
雨
の
天
候
続
き
に
お
い
て
も
、
安

定
し
て
供
給
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
下
水
道
接
続
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

　
　
　
　
分
類
ご
と
に
未
接
続
者
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
優
先
度
の
高
い
順
に
、
定
期

的
に
職
員
が
戸
別
訪
問
し
て
い
る
。

　
　
　
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
は
。

　
　
　
　
次
期
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

５
月
末
に
最
終
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

　
　
　
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成
券
の

配
布
枚
数
に
対
す
る
利
用
率
は
。

　
　
　
　
過
去
５
年
間
の
平
均
で
59
％
。

　
　
　
本
町
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み

の
検
討
は
。

　
　
　
　
１
回
に
利
用
で
き
る
助
成
券
の

枚
数
上
限
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
次
年
度
に
向
け
て
調
整
中
で
あ

る
。

　
　
　
モ
デ
ル
校
の
視
察
・
研
究
と
、
利

点
の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
県
内
外
４
校
の
義
務
教
育
学

校
を
視
察
。
今
後
も
先
進
校
の
視
察
を
行

い
、
棚
倉
町
に
合
っ
た
統
合
学
校
開
校
に

向
け
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

問　
　
教
員
や
子
ど
も
達
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
考
え
は
。

教
育
長　
　
学
校
統
合
準
備
委
員
会
下
部

組
織
と
し
て
部
会
を
立
ち
上
げ
、
メ
ン

バ
ー
に
教
職
員
及
び
学
校
事
務
員
に
入
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
部
会
の
中
で
子
ど
も

達
の
意
見
を
反
映
で
き
る
も
の
は
な
い
か

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
卒
業
生
の
進
路
は
。

　
　
　
　
　
生
徒
本
人
が
教
員
・
保
護
者

と
相
談
を
し
な
が
ら
、
本
人
が
持
つ
目

的
・
目
標
に
沿
っ
た
進
路
を
選
択
す
る
支

援
を
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
８
年
度
に
向
け
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
問
題
点
は
。

　
　
　
　
　
多
様
化
学
校
を
継
続
す
る
た

め
の
学
校
運
営
の
在
り
方
で
あ
り
、
安
心

し
て
授
業
が
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
の
た

め
、
生
徒
達
に
合
わ
せ
た
学
び
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問問

問問問 問

問問 問

問

高
齢
者
の
地
域
公
共
交
通

の
確
保
は

事
業
の
効
果
を
検
証
し
調

査
・
研
究

問答

松本トク子

小沼　勝弘

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

上水道施設の八幡沢配水池

棚倉中学校分教室が入る
旧高野小学校校舎

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

　
　
町
営
住
宅
の
現
況
と
今
後
の
課

題
は

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

学
び
の
多
様
化
学
校
の
成

果
は

学
習
の
場
所
・
機
会
を
提

供
で
き
た

問答

問

学
校
統
合
の
姿
、
形
は

次
年
度
に
基
本
構
想
・
計
画
を
策
定

問答

一般質問 一般質問
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地
域
に
お
け
る
適
任
指
導
者
の
確

保
、
体
制
の
整
備
は
。

　
　
　
　
　
指
導
者
確
保
は
大
き
な
課
題
。

関
係
機
関
と
協
力
し
体
制
整
備
に
努
め
て

い
く
。

　
　
　
働
き
方
改
革
の
推
進
、
教
職
員
の

兼
業
・
兼
職
の
体
制
整
備
は
。

　
　
　
　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
は
、
教

職
員
の
働
き
方
改
革
に
繋
が
る
と
認
識
。

指
導
者
確
保
の
観
点
か
ら
体
制
整
備
は
必

要
と
考
え
る
。

　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
地
域
の
実
情

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
前
倒
し
で
の
実
現
を

目
指
す
と
あ
る
が
考
え
は
。

　
　
　
心
な
い
対
応
、
繰
り
返
し
の
事
情

聴
取
な
ど
の
相
談
窓
口
に
お
け
る
、
二
次

被
害
防
止
の
研
修
実
施
は
。

　
　
　
　
　
情
報
の
共
有
は
必
要
最
小
限

に
と
ど
め
る
等
、
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
心
の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
学
校
現
場
で
の
性
教
育
・
性
暴
力

防
止
教
育
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　
　
　
　
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
各

年
齢
に
応
じ
た
性
教
育
等
を
実
施
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
被
害
な
ど
学
校
で
把
握
し

が
た
い
被
害
を
、
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る

か
等
、
家
庭
の
協
力
が
不
可
欠
。

　
　
　
　
　
課
題
等
が
多
く
な
か
な
か
前

に
進
ま
な
い
状
況
。

◆定例会・その他会議

問問問

問問

性
的
被
害
相
談
件
数
の
把

握
は

被
害
等
の
発
生
報
告
は
受

け
て
い
な
い

問答

割栢　義夫

そ
の
他
の
質
問

森
林
環
境
譲
与
税
過
去
の
収
入
、

事
業
割
合
、
基
金
積
立
は

練習に励む剣道部員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

　　令和７年議会開催状況　　　　　　　令和７年１月１日～令和７年12月31日

会　　議 開　会 閉　会 会議日程 傍聴者数
提出議案数 一般質問

町長提出 議員提出 登壇人数 質問件数

１月第１回会議 １月30日 １月30日 1 0 3 0

定例会３月会議 ３月６日 ３月14日 9 38 31 4 9 24

５月第１回会議 ５月12日 ５月12日 1 4 6 0

定例会６月会議 ６月11日 ６月13日 3 51 12 0 9 27

６月第１回会議 ６月30日 ６月30日 1 1 1 0

７月第１回会議 ７月23日 ７月23日 1 4 4 0

定例会９月会議 ９月９日 ９月12日 4 34 24 1 8 24

９月第１回会議 ９月25日 ９月25日 1 2 2 0

定例会１２月会議 12月10日 12月12日 3 40 20 9 10 29

１２月第１回会議 12月26日 12月26日 1 0 1 0

合　　　　　　計 25 174 104 14 36 104

郡
内
４
町
村
で
連
携
会
合
を
開
催
し
た

中
学
部
活
動
地
域
移
行
の
進
捗
状
況
は

問答

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

問
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第41回

毎
回
、議
会
だ
よ
り
に
は
関
心
を
持
っ

て
拝
見
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

依
頼
に
驚
き
つ
つ
も
快
諾
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
学
生
時
代
か
ら
棚
倉
町
に
縁

が
あ
り
、
結
婚
後
は
棚
倉
町
で
生
活
を

し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
友
人
だ
け

で
な
く
、
町
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
通

じ
、
特
に
子
育
て
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で

の
つ
な
が
り
を
多
く
持
た
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
棚
倉
町
の
課
題
と
し
て
、
少

子
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
、
多
様
な
働
き
方
の
支
援
に

期
待
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
す
る
現
代
で
も
、

対
面
で
の
交
流
機
会
や
施
設
の
充
実
が

重
要
で
す
。
町
民
が
積
極
的
に
関
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
や
場
の
整
備
が
、
明
る
く

住
み
や
す
い
町
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

今
後
も
議
会
で
活
発
な
議
論
が
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

逆
川
に
お
住
ま
い
の

山
口
彌
代
さ
ん

関
口
に
お
住
ま
い
の

鈴
木

隆
さ
ん

お
盆
や
お
祭
り
が
近
づ
き
、
遠
く
か

ら
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
大

人
に
な
っ
て
さ
え
も
心
が
高
揚
し
て
き

ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
音
も
め
っ
き
り

聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は

盆
踊
り
、
ど
ん
ど
焼
き
、
地
区
運
動
会
、

夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
は
、
私
が

70
代
の
頃
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
の
流
れ
や
少
子
化
、

過
疎
化
、
後
継
者
不
足
、
そ
し
て
コ
ロ

ナ
禍
等
が
絡
み
合
っ
て
一
層
深
刻
化
が

進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。
一
度
失

く
し
た
も
の
を
復
活
さ
せ
る
に
は
、
本

当
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま
す

が
、
一
部
の
関
係
者
だ
け
に
任
務
を
負

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
住
む
老

若
男
女
が
各
々
の
知
恵
を
出
し
合
い
、

役
割
分
担
を
し
合
っ
て
力
を
結
集
す
れ

ば
、
復
活
で
き
る
行
事
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
力
の
一
端

を
地
区
の
議
員
さ
ん
に
も
お
借
り
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
老
婆
心
な

が
ら
考
え
る
昨
今
で
す
。

編
集
：
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
発
行
責
任
者

委
員
長

割
栢

義
夫

副
委
員
長

松
本
ト
ク
子

委　　　員

小
沼

勝
弘

委　　　員

薄
井

喜
一

委　　　員

佐
藤

喜
一

議
　
　
長

菊
池

忠
二

議会を傍聴しませんか

正式日程は、６月上旬開催予定の議会運営委員会で協議されます。

定例会６月会議日程のお知らせ（予定）

６月１0日(水)本会議 11日(木)・１2日(金)一般質問

傍聴の手続きは役場庁舎３階の
傍聴席入口で住所と名前を書く
だけで、どなたでも傍聴できま
す。
傍聴席には、誰にでもわかりや
すく傍聴していただけるよう、
自動翻訳により、リアルタイム
で文字情報を表示しています。

人と緑と歴史が結び合う幸住空間 躍動 たなぐら
たなぐらまちに住む皆様にご意見、ご感想を伺いました。

議会事務局
☎ 33-7882

お 合問 わい せ

町民からの声

議会へのご意見



副町長が変わりました
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新
副
町
長

　
　
梅
津

俊
哉

前
副
町
長

　
　
渡
邉

崇
史
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この度、人事異動により今月号から広報を担当させていただきます。
町の情報を町民の皆さまに、より身近に、分かりやすくお届けできるよう努めてまいります。
これからどうぞよろしくお願いいたします。（鈴木）

編集後記

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、企画観光課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

おめでた（３月中の届け出）

両親の名 出生児 住   所
星　　拓海・里　美 結　月（ゆづき）西中居
岡田　剛成・翔　子 陽　喜（はるき）水白田
太田考士郎・愛　理 莉　桜（り　お）仁公儀
原　　聡志・美　沙 千彩希（ちさき）下手沢

おくやみ（３月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
木　惠子 71 山 田 藤田　義男 88 新 町
平山　廣志 74 北 町 我妻　忠光 82 西中居
佐藤　幸雄 74 逆 川 溝井　　誠 50 逆 川
金澤セツ子 79 下山本 木　文子 73 水白田
藤田　保夫 74 関 口 白坂　滿夫 94 馬 場
金澤　ユキ 89 観音向 大輪　レイ 89 福 井
緑川　　 75 南 町 添田　政文 67 富 岡
影山　正志 78 流 木　愛子 90 舘ケ丘

米寿を迎えました

髙宮テル子さん
（山　田）

昭和13年４月１日生

松下キチ子さん
（下山本）

昭和13年４月25日生

鈴木トシ子さん
（下山本）

昭和13年４月２日生

藤田　洋子さん
（中山本）

昭和13年４月10日生

後藤　隆男さん
（寺　山）

昭和13年４月11日生

佐藤己枝子さん
（　流　）

昭和13年４月28日生

吉田　昭壽さん
（強　梨）

昭和13年４月28日生

大野冨美子さん
（新　町）

昭和13年４月29日生

市川　源二さん
（日向前）

昭和13年４月30日生

人の動き 令和８年４月１日現在

人口　12,380人（－46人）　世帯数　5,085世帯（＋５世帯）　男性　6,149人（－15人）　女性　6,231人（－31人）
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り



２月の健診でむし歯がなかった皆さんです。４月号、５月号、６月号の３回で紹介します。

たなぐらスナップ

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
企
画
観
光
課

令
和
８
年
５
月
１
日
発
行

～たなぐらsmileフェスタ～

　４月11日㈯、棚倉城跡で「たなぐらsmileフェスタ」が開催されました。晴天に恵まれ、満開の
桜で囲まれた会場には、町内事業所による飲食・物販や体験など多くのブースが並び、来場者は各
ブースの魅力を満喫していました。

広
報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

U
RL
https://w

w
w
.tow

n.tanagura.fukushim
a.jp/

E-m
ailinfo@

tow
n.tanagura.fukushim

a.jp

●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

む し 歯 の な い 子

楽しい時間になるよう
に試行錯誤してます！

なかの　ふみたか くん
ねーねと歯みがきが
んばっているよ。

にへい　まな ちゃん
お姉ちゃんお兄ちゃ
んとがんばってます。

ひるた　あおば くん
歯みがきがんばります。

すげの　えな くん

よく磨けました！




